「物言 ふ 術」 と は、 仏蘭西 語の ART DE DIRE を 訳し 

たつ もりで ある。 

ARTDEDIHE は、 謂 ふところの 「話術」 又は 「雄弁 

術」 ではない。 既に 「言 はるべき 言葉」 が 例へば 文字 

として 表示され てゐ る、 それ を 如何に 「肉声 化」 する 

かとい ふことの 工夫で ある。 かう いふと おかしくなる 

が、 俳優の 「白」 に 外なら ない。 

日本 劇の 伝統で 「せりふ ま はし」 とか、 或は、 「口 跡」 

とかい ふ 言葉 は、 この 「物言 ふ 術」 の 一部と 見るべき 

であらう。 

そこで 問題 は、 わが国の 演劇が 「物言 ふ 術」 を 今日 



質の ものである。 

仏蘭西の 演劇 は 最も 「白」 を 重んずる 演劇で ある。 

さう いふ 演劇 もあって いいで はない か。 「白」 を 軽ん 

ずる 演劇の 現在 は、 日本に 於て 見る ところでは、 あま 

り 成績が よくない。 そこで、 もう ちょっと 「白」 を 重 

ん じて 見て はどう かと 思 ふので ある。 そのために は、 

仏蘭西に 於け る 「物言 ふ 術」 の 研究が どれほど 参考に 

なる かとい ふこと を 少しば かリ 述べて みたい。 

仏蘭西の 国立 音楽 演劇 学校 (コン セル ヴ アト ヮ アル) 

にデ クラ マシヨン (朗誦 術と でも 訳す か) とい ふ 一 科 



結局 は 言葉の 抑揚 (Inflexion) に 於け る 「絶対的 正確」 

を 期す るに 在る。 この 抑揚 は 想念の 複写 そのもの でな 

ければ ならず、 「殆ど 正確」 である ことが 既に、 最も 避 

くべ きこと なので ある。 

「物言 ふ 術」 の 「こつ」 ともい ふべき は 「句」 の 中に 

含まれる 「語」 の 価値判断 である。 固よ リ この場合、 

人物の 性格 的 心理 条件 を 基礎と しての 話で ある。 

然るに、 未熟な、 又は 無能な、 或は 怠惰な 俳優の 多 

く は、 この 価値判断の 努力 を惜 むか、 或は、 理解力の 

薄い 結果、 常に 動詞 又は 形容詞に 「力点」 をお いて 抑 

楊 をつ ける とい ふの が、 この 道の 研究者の 新 発見で あ 



仏蘭西の 教養 ある 家庭で は、 発音の 矯正と いふ こと 

は 非常に 重大視され、 そのために 一般の 人達、 殊に 若 

い 婦人な ど は 日常の 対話に 典雅 さ を 増す ため、 わざ わ 

ざ 俳優に ついて、 「物言 ふ 術」 又は 「朗誦 術」 を 学ぶ く 

らゐ である。 従って さう いふ 研究 も 専門家の 手で し尽 

くされ、 様様 有効な メト ォドも 発表され てゐ る。 

例へば S 又は CH の 発音 を 完全に する ために 行 ふ 

「発音 体操の 課題」 (竹 屋が竹 立て かけた 式で は あるが) 

voici six chasseurs se s^chant, SElchani: chasser 

sns chien. 

(ヴ ァスィ ー スィ ー シ ヤス ウル ス セ シャン 



サ シャン シャツ セ サン シャン) 

意味 を 云 ふと、 「犬 を 使 はずに 獵の 出来る 獵師が 六 人 

火でから だ を 乾かして ゐる」 

「物言 ふ 術」 の 心得 第 何条 かに かう いふ 文句が ある。 

(サン ソンの 『演技 論』) 

知って る やうな 風 をす るな。 考 へる やうな 風 を 

せよ。 

なかなか 面白い 注意で ある。 

ブレモン は その 著 『物言 ふ 術と 演劇』 に 於て、 ある 



一 句の 「言 ひ 方」 が どれほど 「言葉の 裏」 を 変化 させ 

るかに ついて 一例 を 上げて ゐる。 即ち Ah! vous voim 

monsieur. (意訳 をす ると 「ああ、 あなたで すか」) 

この 一 句 は 次の やうな、 様々 な 感情 を 言 ひ 現 はすこ 

とがで きる。 

—— おや、 こいつ は 珍ら しい。 

—— 君 は、 約束 をし といて、 なんです、 今頃。 

—— ああ、 やっと 来て くれたんで すか、 待って まし 

たよ。 

—— なんだ、 こんなと ころへ わざわざ 来な くっても 



—— ひどい 目に 遭 ひました ね、 さぞお 困りで せう。 

お 察しし ます。 

—— 実は 弱った ことができ たんです よ。 

等々々、 この 外 「無数」 と 断って ある。 

どうも 早 や 面目 次第 もありません。 

道草が 長くな つたが、 「物言 ふ 術」 の 研究 は 何れもつ 

と 系統的に 述べ て 見たい と 思って ゐる。 

序に、 仏蘭西 語で 書かれた 参考書 を 二三 挙げてお か 

、つ。 

De 1^ pihysionomie de la p-arole (A.. Lemoine) 



iLa Diction (P-. Se ぬ uy) 

Art de t>ien dire (D. Vernon) 

Sympilionie d-Expressions (M. Heymon) 

Art th&tral fsamson) 

L-Art de Dire et le Th&tre (L. wr^mont) 

私 は 嘗て、 戯曲 作家の 第一 要件 は 「対話させる 術」 

であると 断 じたが、 ここで、 俳優の 「物言 ふ 術」 と 関 

連して それ を考 へて 見る ことが 出来る。 舞台の 上で 

「脚本 朗読」 をす る だけなら、 対話の 形式で 小説 を 書く 

のと 変り はない。 



底本 ： 「日本の 名 随筆^ 話」 作品 社 

1987 (昭和 S) 年 2 月お 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「新しき 演劇の ために」 創 元 社 (文庫) 

1952 (昭和^) 年 ー 月 発行 

入力 " 大野 晋 

校正 ： 多羅 尾 伴 内 

2 00 4年匸月卩日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



